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1. まえがき

四角せき流量係数は種々な因子により変化するが切欠き部の厚さ，角度により如何なる影響

があるか縮流小型四角せきに就いて実験考察した結果を報告する.この場合の切欠き部の角度

は水流の上流側に切欠き全体に角度を取ったものである。

せきよりの流量の測定には次式を用いた。

Q＝C一名一b〆汀hさ

ここで流量をQ（m3／S），せき切欠き巾をb（m），水頭をh（m），流量係数をCとしせきの

断面積b.hが水路の断面積の竜一以下の小削、せきであるため近寄り速度を除外した0

2，装置と実験方法

水路，測定器具及び測定方法は本報20巻73頁に掲載したものと同一のものを使用したが水路

の概略図は第1図に示す。規格による四角せき切欠き部の製作上の許容誤差は切欠き下縁の巾

±0.1％，切欠き継縁の角度5分に基づく面積士0.3％になっているが仕上程度について明示さ

れていないので前報に掲載したが仕上程度は0，8－S以下にした.実験方法は次の条件で行った。

せき切欠き高さdニ140mm，切欠き巾bエ50mm，水頭hは2mmから8mmまで測定し，切

欠き角部は面取り，突起を防ぐため顕微鏡で観察しながら製図機械用天然油砥石で研磨した。

星野の実験研究1）によれば切欠き巾bニ50mm，切欠き高さd＝1O0mm，水路巾400mmの

流量係数Cは水頭hが50mmから350mmの間では殆んど変化のないことを示しているから測

定水頭hニ80mmまでに止めた。

暈11－.く1

1）星野達郎日本機械学会論文集27巻1錮号（昭36.8）p・1167.
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2．1 厚さについて   

切欠きせき厚さは13種類について行ったがその寸法は第1表に示す。せき番号ト1～1－3ほ  

切欠き上線に下流側に450 の切落しを取り，その他ほ切落しを取らない。第2図は流量係数C  

（以下Cで示す）と水頭h（以下hで示す）との関係で，せき厚さ6mmまではhが小さい所  

で少しの変化はあるが，hが大きくなると殆んど変化がない。これほ水流hが小さい間ほ厚さ  

全体に触れて流れるがhが大きくなると切欠き角部のみに触れて厚さにほ関係がないことを示  

している。   

せき厚さ6mm以上8mmまでほ水流が切欠き全体に触れたり離れたりして不安定な桁流状  

態を示しているが，厚さ10mmになると切欠き一棟に触れて桁流が起らず，Cは大きくなる。  

又厚さ14mm以上になるとh＝8mmのところではCほ大きいがh＝4mmになると急に小さ  

くなる。これほhと厚さとの比により水路の様な流れになり抵抗が増大して来るものと考えら  

れる。せき番号ト3に対しト9ほ約6．2％Cが大きい値を示す。第3図は厚さtとCとの関係を  

示す。  

第1表  

第 2 表  切欠き厚さ2郡部   
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2．2 角度について  

（1）水流の内側に角度を取った場合ほ11種類について実験を行ったが，その寸法ほ第2表に  

示す。第4図ほCとhとの関係でβ＝45DでCが最大となりβがそれ以上になると急にCが小  

さくなる。450 の場合は切欠き厚さ2mmのとき，水流の方向と角度βが一致して流出抵抗が  

第 2 図   
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最小になったことを示しているが，切欠き厚さが変ると抵抗も変るものと思う。第5図はh＝  

60mmに於けるCとβとの関係である。  

（2）外側に角度を取った場合は5種類について行ったがその寸法は第3表に示す○第6図は  

Cとhとの関係であるが曲線1ほβ≒0の曲線であり，βが大きくなっても曲線2の上に重な  

って，βに殆んど影響がないことを示し，水流が切欠き角部に鋭角的に接し流出抵抗が大きく  

なり，Cほ曲線1より約2％小さい値を示す。  
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（3）内側に面取り，突起がある場合ほCは非  仇亡き  

常に大きく変化する。第4表はその寸法で第7  0．GG  

図はCとhの関係である。せき番号4－2，4－4  U  
qら†  

は肉眼でほ殆んど分らない程の寸法であるが。  

面取り，突起のないものに比し約2％大，3％  a鑓  

小のCの値を示している。これほ切欠き部製作  掴  

に当り，顕微鏡で見ながら充分注意しなければ  

ならない。  
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第 4 表  
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面取り，突起なし  

面取り  0．075C  

面取り  0．125C  

突 起 0．008舵況  

突 起 0．015珊  

4‾1 0・05002  
4－2  0．05002  

4－3  0．05002  

0．05004  

0．05004  
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3．む  す  び   

（1）厚さ，角度を変えることによりCの値を変えることが出来る。角度の場合は切欠きせき  

厚さt＝2mmのみについて考察したが。厚さ，角度を色々変えることによりCの値ほ変って  

来ることが予想される。  

（2）流出水流ほ切欠き角部に強く接して流れるため，その影響が非常に大きく切欠きせき製  

作に当り充分注意を要する。面取りでは0．075C以下，突起では0．008mm以下にしなければな  

らない。  
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